
計画の名称　：　岡山県の地域活性化と快適に移動できるまちづくりを目指した街路整備

事業主体名　：　岡山県、倉敷市

チェック欄

　１)上位計画との整合性が図れている。 ○

　１）地域の課題を踏まえた計画の目標が設定されている。 ○

　１）整備計画の目標と定量的指標の整合性が図られている。 ○

　２）定量的指標が分かりやすいものとなっている。 ○

　３）目標と事業内容の整合性が図られている。 ○

　１）事業実施により、十分な事業効果が発揮される。 ○

　１）事業費・事業内容が適切に設定されている。 ○

　１）熟度の高い箇所が選定されている。 ○

　２）実施工程に則して事業実施期間が設定されている。 ○

②事業の効果

Ⅲ．整備計画の実現可能性

①計画の具体性

②円滑な事業執行の環境

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅰ．目標の妥当性

①上位計画等との整合性

②地域の課題への対応

Ⅱ．整備計画の効果・効率性

①目標と事業内容の整合性等


